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【真冬のハウス栽培】
　　　　新型コロナウイルスが収まらない中、通勤また農園内では感染症対策（送迎バス、施設内器具の抗菌処

　　　理、手洗い、アルコール消毒、うがい、マスク着用、検温、3密回避等）を徹底して作業を行っています。

　　　　スタッフ皆さん元気に出勤し作業をしています。

　　　　今回訪問した１月初旬には、各野菜は順調に発芽し成長していました。杉本農場長によると、ハウス内

　　　きならし等を経て12月初旬に播種、液肥散布、水まき作業をして野菜を育てています。

　　　　昨年10月の収穫後に耕作土パミス（軽石）の根処理（ふるい除去）、乾燥、ベッド内の苔拭き取り、敷

　　　での栽培であることから雑草は生えることはないがコバエ等小害虫が多く、また苔が多く発生していると

　　　のことです。無農薬栽培であることからコバエ等は防虫シートで対応、苔対策は収穫後の耕作土の乾燥を

　　京水菜、ホウレン草、ロメイン・サニ―レタス(12月初旬)、絹てまり(8月下旬)、サラダ玉ねぎ(10月中旬）

　　各野菜の生育状況（播種時期）：
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　　　しっかり行うことで防げるのではないかとのことでした。作物栽培は試行錯誤の日々の様です。

　　　

　

農園便り
わーくはぴねす農園 あいち春日井

（社会連帯の理念に基づく責務としての障害者雇用促進の取組み）


